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快
晴

 

先
週

(
深

仙
宿

)
に

引
き

続
き

同
じ

ゲ
ー

ト
に

降
り

立
つ

と
、

先
週

に
は

及
ば

ぬ
も

の
の

ま
ず

ま
ず

の
快

晴
。

 

先
週

あ
れ

だ
け

蹴
飛

ば
し

て
お

い
た

は
ず

な
の

に
、

新
た

に
w
h
e
e
l
 

l
o
a
d
e
r
の

鉄
の

爪
、
落

石
を

掠
め

て
集

め
た

引
掻

き
痕

が
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
に

幾
筋

も
続

く
。

 
 

祠
ご

と
に

手
を

合
わ

せ
た

ら
、

階
段

の
浮

き
石

と
C
の

字
の

杉
枝

と
ー

目

詰
ま

り
を

抜
き

な
が

ら
一

気
に

太
古

の
辻

に
向

か
う

。
処

処
に

浮
き

石
と

枯

枝
が

あ
り

、
ひ

た
す

ら
蹴

飛
ば

し
前

進
。

 

天
狗

山
か

ら
嫁

越
峠
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奥
駈

道
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側
が

大
き

く
崩

落
。

地
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岳
～

滝
川

辻
間

に
大

き
な

倒
木

３
本

あ
り

。
地

蔵
岳

付
近

で
出

く
わ

し
た

風
倒

木
は

手

に
負

え
そ

う
に

も
な

い
も

の
の

、
く

ぐ
る

、
よ

け
る

で
や

り
過

ご
せ

ば
深

刻

な
障

害
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も
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そ

う
な

の
で

２
～

３
本
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の
ま

ま
見

送
り
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途
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ポ

ツ
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単
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に
す
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違

う
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は

、
ガ

ラ
ス

を
外

し
た

か
と

見
紛

う
ほ

ど
に

磨
き

上
げ

ら
れ

た
窓

、
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の

揃
っ

た
毛

布
、
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己
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だ
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。
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葉
を

掛
け

ら
れ

気
持

ち
よ

く
志

納
さ

れ
る

。
 

夕
刻

に
な

る
ほ

ど
に

宿
泊

者
が

集
ま

っ
て

来
る

。
深

夜
に

ま
で

到
着

が
あ

り
、

小
屋

番
の

喝
が

飛
ぶ

。
最

終
的

に
は

１
０

名
を

越
え

た
よ

う
で

あ
る

。
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

前
鬼

ゲ
ー

ト
0
6
:
0
0
→

小
仲

坊
0
6
:
2
0
→

太
古

の
辻

0
8
:
2
4
(
休
憩

)
→

仙
人
舞

台
石

0
8
:
3
5
→

石
楠
花

岳
分
岐

0
8
:
5
1
→

天
狗

山
0
9
:
2
8
→

嫁
越

峠
1
0
:
0
0
→

天
狗

の
稽

古
場
1
0
:
2
1
→

地
蔵

岳
1
0
:
2
9
→

滝
川

辻
1
1
:
1
4
→
ヒ
ク
タ
ワ

1
1
:
2
0
→

小
ピ

ー
ク
（
昼
食
）
1
1
:
5
0
→
涅
槃

岳
1
2
:
1
7
→
証
誠
無
漏

岳
1
2
:
4
3

→
阿
須
迦
利

岳
1
3
:
1
7
→
1
3
:
3
5
持

経
宿

 
(
宿

泊
)
 

 

４４ ４４
月月 月月
３
０

３
０

３
０

３
０
日日 日日
(( (( 日日 日日

・・ ・・
祝祝 祝祝
)) ))     

快
晴

。
 

二
日

目
は

降
り

る
の
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に
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そ
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枝
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択
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に
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と
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